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直
接
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
で
な
い

場
合
、
そ
れ
が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
の
か
、

そ
れ
と
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
指
導

な
ど
の
一
環
な
の
か
、
受
け
取
り
方
や
感

受
性
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
「
や
め
て
ほ
し
い
」「
不
快

だ
」
と
い
う
意
思
表
示
を
し
、
そ
の
後
も

引
き
続
き
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
た
場
合

は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
あ
る
と
言
え
ま

す
。
た
だ
実
際
に
は
、
目
上
の
人
や
同
じ

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
「
や
め
て
ほ
し

い
！
」
と
伝
え
る
の
は
勇
気
の
い
る
こ
と

で
す
。「
ど
う
や
っ
て
相
手
に
伝
え
た
ら

よ
い
の
だ
ろ
う
か
…
」「
場
の
雰
囲
気
を
壊

し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
…
」「
状
況
が

さ
ら
に
悪
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

…
」
と
悩
み
、「
や
め

て
ほ
し
い
」
と
言
え
な

い
こ
と
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
ん
な
時
は
迷
わ
ず

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
室
ま
で
、

気
軽
に
相
談
に
来
て
く

だ
さ
い
。
当
事
者
間
や

友
人
同
士
で
悩
み
を
解
決
す
る
よ
り
も
、

対
策
室
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、

対
策
室
員
が
両
者
の
間
に
入
る
こ
と
に
よ

り
、問
題
の
確
実
な
解
決
に
繋
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、時
間
が
経
過
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
が
深
刻
化
し
た
り
、

記
憶
が
曖あ

い

昧ま
い

に
な
り
、
問
題
の
解
決
に
時

間
を
要
し
て
し
ま
う
一
因
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
間
苦
し
み
、
悩
み
続
け
る

こ
と
に
な
り
、
体
調
に
も
変
化
が
出
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
最
後
に
、
友
人
や
知
り
合
い
が
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
受
け
て
い
る
の
で
は
？
　
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
で
悩
ん
で
い
る
の
で
は
？
　
と

感
じ
た
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
室
で
の
相
談
を
勧
め
た
り
、「
一

緒
に
相
談
に
行
こ
う
！
」
と
声
を
か
け
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な

く
し
、
皆
さ
ん
の
大
学
生
活
が
充
実
し
た

も
の
と
な
る
よ
う
、
ど
ん
な
些
細
な
こ
と

で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

 

対
策
室
員
・
丸
橋
　
和
彦
）

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
を
！

　
今
年
、
創
業
80
周
年
を
迎

え
る
老
舗
和
菓
子
処
「
日
昇

堂
」
の
３
代
目
社
長
。
伝
統

を
守
り
な
が
ら
新
し
い
味
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
栃
木
県

日
光
市
に
本
社
を
置
き
、
店

舗
は
日
光
本
店
ほ
か
４
店
。

日
光
東
照
宮
御
用
達
に
選
ば

れ
て
い
る
。

　
日
光
名
物
の
竹
の
皮
で
包

ま
れ
た
羊
羹
や
、
ど
ら
焼
き

に
似
た
「
き
ぬ
に
し
き
」
が

看
板
だ
が
、
和
菓
子
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
洋
風
も
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
近
年
は
一
口

サ
イ
ズ
の
「
日
光
ラ
ス
ク
」

が
２
０
０
万
個

を
販
売
す
る
ヒ

ッ
ト
商
品
に
。

幅
広
い
層
に
愛

さ
れ
る
菓
子
づ

く
り
に
力
を
入

れ
る
。

　

願

い

は

一

つ
、「
お
客
様

を
笑
顔
に
し
た

い
」。

　
専
大
を
卒
業

後
、
東
京
の
大

手
ア
パ
レ
ル
に

就
職
し
た
が
、

５
年
後
に
実
家
に
戻
り
、
33

歳
で
３
代
目
に
。「
一
人
っ
子

で
菓
子
に
囲
ま
れ
て
育
ち
ま

し
た
。
自
分
が
や
ら
ね
ば
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　
先
代
の
父
親
や
古
く
か
ら

の
職
人
と
ぶ
つ
か
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、「
願
い
は
み
な

同
じ
」
と
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
沿
う
姿
勢
を
貫
い
た
。
各

地
を
め
ぐ
り
良
い
も
の
に
触

れ
、
菓
子
づ
く
り
の
ア
イ
デ

ア
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
美
唄
の
北
海
道
短
期
大
学

（
２
０
１
３
年
閉
学
）
か
ら

本
学
商
学
部
に
編
入
し
た
。

美
唄
と
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

４
年
間
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
出
に
彩
ら
れ
て
い
る
。

　「
美
唄
で
は
教
職
員
と
学

生
が
一
体
で
大
家
族
の
中
に

い
る
よ
う
な
雰
囲
気
。
生
活

し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
の
入
居

者
は
み
な
北
短
生
で
い
つ
も

一
緒
。
親
元
を
離
れ
て
い
て

も
寂
し
く
な
か
っ
た
の
は
美

唄
の
温
か
い
人
々
の
お
か
げ

で
す
」。
遠
く
を
見
つ
め
る

よ
う
に
振
り
返
る
。

　
商
学
部
で
は
国
際
経
営
の

飯
田
謙
一
教
授
（
現
名
誉
教

授
）
の
ゼ
ミ
に
入
り
、
中
国

や
台
湾
の
留
学
生
と
一
緒
に

学
ん
だ
。
長
期
休
暇
を
利
用

し
た
タ
イ
で
の
海
外
企
業
研

修
に
も
参
加
し
た
。

　「
飯
田
先
生
か
ら
、
礼
節

や
振
る
舞
い
、
そ
し
て
人
と

し
て
ど
う
生
き
る
か
を
教
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
教
え

は
、
社
会
に
出
て
生
か
さ
れ

ま
し
た
」

　
地
域
に
根
ざ
し
、
た
く
さ

ん
の
人
に
支
え
ら
れ
た
。

「
行
動
こ
そ
真
実
」
を
指
針

に
、今
日
も
挑
戦
を
続
け
る
。

美唄と生田の体験がいまに生きる

伝
統
の
上
に
新
し
さ
を
追
求

日
光
の
和
菓
子
処
日
昇
堂
社
長

長
な

が

島
し

ま

　
孝

た

か

昌
ま

さ

さ
ん

（
平
４
商
）

＜校友＞

ア
ド
ニ
ス
78
号
刊
行

　
校
友
会
誌
「
ア
ド
ニ
ス
」

78
号
が
１
月
15
日
に
刊
行
さ

れ
た
。
日
髙
義
博
理
事
長
、

佐
々
木
重
人
専
修
大
学
長
、

尾
池
守
石
巻
専
修
大
学
長
、

小
宮
多
喜
次
校
友
会
長
に
よ

る
新
春
座
談
会
を
掲
載
。

　
わ
れ
ら
専
修
人
に
は
３
校

友
が
登
場
す
る
。
松
田
英
男

さ
ん
（
マ
ツ
ダ
工
業
㈱
代
表

取
締
役

昭
45
商
）
と
三
浦

慎
さ
ん
（
㈱
三
英
代
表
取
締

役
社
長

昭
60
経
営
）
に
は

卓
球
台
製
造
・
販
売
に
つ
い

て
、
浪
曲
師
と
し
て
活
躍
の

木
村
勝
千
代
さ
ん
（
平
２

文
）
に
は
自
身
の
浪
曲
人
生

を
聞
い
た
。

〈
東
京
都
庁
修
交
会
新
年
会

（
総
会
）
〉

▽
１
月
17
日
（
火
）
18
時
30

分
〜
▽
東
京
メ
ト
ロ
赤
坂
見

附
駅
か
ら
徒
歩
３
分
「
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
」
旴
成

瀬
利
明
氏
☎
０
４
３
・
２
７

６
・
１
８
６
８

〈
船
橋
市
役
所
鳳
会
総
会
〉

▽
２
月
10
日
（
金
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
か
ら
徒

歩
10
分
「
東
魁
楼
本
館
」
旴

谷
津
将
貴
氏
☎
０
４
７
・
４

３
６
・
２
２
４
２
（
船
橋
市

役
所
債
権
管
理
課
内
）

早
坂
稔
氏
（
は
や
さ
か
・
み

の
る

昭
51
商
）

　
浅
海
電
気
㈱
代
表
取
締
役

社
長
に
12
月
２
日
就
任
。
本

社
・
大
阪
市
。
電
気
設
備
工

事
。

選
　
挙
　
結
　
果

山
梨
県
西
桂
町
長
選
挙

 

（
11
月
13
日
投
開
票
）

▽
小
林
千
尋
氏
（
こ
ば
や
し

・
ち
ひ
ろ

昭
48
経
営
）
再

選山
梨
県
山
中
湖
村
長
選
挙

 

（
12
月
４
日
投
開
票
）

▽
高
村
文
教
氏
（
た
か
む
ら

・
ふ
み
の
り

昭
49
商
）
再

選

墨
田
区
吾
嬬
町
発
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
行
き

 

上
野
歩
著

　『
削
り
屋
』
で
旋
盤
工
、

『
わ
た
し
、
型
屋
の
社
長
に

な
り
ま
す
』
で
は
金
型
屋
と

製
造
業
を
舞
台
に
、
丹
念
に

取
材
を
重
ね
、
中
小
企
業
の

現
場
と
、
そ
こ
で
働
く
職
人

た
ち
の
姿
を
描
い
て
き
た
上

野
歩
さ
ん（
昭
63
文
）の
最
新

作
。
１
年
ぶ
り
の
書
き
下
ろ

し
長
編
小
説
と
な
る
今
作
で

は
、
ヘ
ラ
と
呼
ば
れ
る
金
属

棒
を
回
転
し
た
金
属
板
に
押

し
当
て
、成
形
加
工
す
る
「
ヘ

ラ
絞
り
」
を
取
り
上
げ
る
。

　
失
踪
し
た
父
に
会
う
た

め
、
父
と
同
じ
ヘ
ラ
絞
り
職

人
の
道
を
歩
み
出
し
た
主
人

公
・
小
倉
ひ
か
り
。
夢
中
に

な
っ
て
腕
を
磨
き
、
目
覚
ま

し
い
上
達
を
遂
げ
て
い
く
。

オ
フ
ァ
ー
を
受
け
て
出
演
し

た
職
人
の
腕
を
競
う
テ
レ
ビ

の
企
画
で
は
、『
削
り
屋
』

の
主
人
公
・
剣
拳
磨
と
対

決
。
腕
を
認
め
ら
れ
た
ひ
か

り
は
、
宇
宙
観
測
用
の
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
づ
く
り
と
い

う
最
先
端
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

加
わ
っ
て
い
く
。

　
技
術
の
継
承
、
職
人
と
そ

れ
を
支
え
る
人
た
ち
、
父
と

娘
の
関
係
｜
さ
ま
ざ
ま
な
要

素
が
盛
り
込
ま
れ
た
、
読
み

応
え
十
分
の
一
冊
。

　
上
野
さ
ん
は
「
今
後
は
製

造
業
以
外
の
仕
事
を
テ
ー
マ

と
し
た
小
説
も
出
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

（
小
学
館
・
本
体
１
５
０
０

円
＋
税
）

体
育
祭
で
交
流

　
12
月
３
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
総
合
体
育
館
で
22
チ
ー

ム
約
１
３
０
人
が
参
加
し
て

第
51
回
体
育
祭
が
開
催
さ
れ

た
。

　
今
回
は
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

を
用
い
た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

と
、
６
種
類
の
ボ
ー
ル
か
ら

ラ
ン
ダ
ム
に
選
ば
れ
た
ボ
ー

ル
を
シ
ュ
ー
ト
す
る
ラ
ン
ダ

ム
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
と
の
総
合

得
点
で
優
勝
を
争
っ
た
。

　
最
初
は
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

の
扱
い
に
各
チ
ー
ム
苦
戦
し

て
い
た
が
、
次
第
に
勢
い
の

あ
る
投
て
き
に
変
わ
り
白
熱

し
た
展
開
と
な
っ
た
。

　
留
学
生
チ
ー
ム
や
女
子
学

生
の
み
の
チ
ー
ム
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
チ
ー
ム
で
交
流
を
深

め
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結

果
、「
ス
リ
ー
コ
ス
コ
ス
」

チ
ー
ム
が
総
合
優
勝
に
輝

き
、
大
輪
の
笑
顔
を
咲
か
せ

た
。

　
惜
し
く
も
入
賞

で
き
な
か
っ
た
チ

ー
ム
も
「
楽
し
か

っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
、
体
育
祭
の

幕
を
閉
じ
た
。
来

年
度
も
参
加
者
全

員
が
楽
し
め
る
体

育
祭
を
企
画
し
て

い
き
た
い
。

（
体
育
会
本
部

石
田
美
華
・
経
済

４
）

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
学
生

　
専
修
大
学
玉
名
高
校
（
熊

本
県
玉
名
市
、
松
野
孝
則
校

長
）
の
吹
奏
楽
部
Ｖ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
が
12
月
18
日
、
さ

い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
44
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
全
国
大
会
」（
日
本
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
協
会
主
催
）

高
校
・
小
編
成
部
門
で
金
賞

・
最
優
秀
賞
に
耀
い
た
。

　
15
年
連
続
全
国
大
会
出
場

の
専
大
玉
名
高
は
、
指
揮
者

　
本
学
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て
、

12
月
16
日
、
校
友
会
顧
問
の

赤
間
敏
雄
氏
（
昭
37
商
経
）

に
学
校
法
人
専
修
大
学
か
ら

特
別
功
労
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
赤
間
氏
は
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ

Ｂ
倶
楽
部
会
長
と
し
て
ラ
グ

ビ
ー
部
の
発
展
に
尽
力
。
さ

ら
に
法
人
が
行
う
募
金
活
動

の
趣
旨
に
賛
同
し
、
長
年
に

わ
た
り
高
額
の
ご
寄
付
を
継

続
し
て
き
た
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ

た
赤
間
氏
に
、
日
髙
義
博
理

事
長
が
賞
状
と
記
念
品
を
贈

呈
。
ラ
グ
ビ
ー
部
員
が
感
謝

の
思
い
を
記
し
た
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
赤
間

氏
は
「
ラ
グ
ビ
ー
部
は
２
年

後
に
90
周
年
を
迎
え
る
。
強

く
な
る
の
が
一
番
だ
が
、
学

生
諸
君
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
を
学
び
社
会
で
発
揮
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
期
待
を
寄

せ
た
。

　
特
別
功
労
賞
は
盧
中
庸
氏

（
昭
23
専
攻
、
台
湾
校
友
会

元
会
長
、
校
友
会
顧
問
）、

山
田
長
満
氏
（
川
崎
商
工
会

議
所
会
頭
、
学
校
法
人
専
修

大
学
理
事
）、
坂
井
寿
憲
氏

（
昭
23
専
政
、
校
友
会
顧

問
）
に
続
い
て
４
人
目
。

赤間氏（右）と日髙理事長

を
含
め
50
人
で

出
場
、『
精
霊

の
宿
る
雪
山
』

を
テ
ー
マ
に
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
演

奏
・
演
舞
を
披

露

し

た

写

真
。
音
楽
効
果

や
視
覚
効
果
で

高
い
評
価
を
受

け
、
２
年
連
続

10
回

目

の

金

賞
、
５
回
目
の

最
優
秀
賞
と
な

っ
た
。

　
同
吹
奏
楽
部

の
メ
ン
バ
ー
た

ち
は
「
金
賞
と
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
は
大
変
う
れ

し
い
。
今
後
も
練
習
に
励

み
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
中
編
成
部
門
で

は
専
修
大
学
北
上
高
校
（
岩

手
県
北
上
市
、
菊
池
秀
雄
校

長
）
吹
奏
楽
部
が
５
年
連
続

で
銅
賞
と
な
っ
た
。

赤
間
・
校
友
会
顧
問
に

特
別
功
労
賞
を
贈
る

専大玉名高吹奏楽部

マーチングバンド全国大会

10回目の金賞


